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《
会
員
著
書
紹
介
》

若
木
太
一
・
高
橋
昌
彦
・
川
平
敏
文　

編

『
長
崎
先
民
伝
注
解
―
近
世
長
崎
の
文
苑
と
学

芸
―
』

本
書
は
、
盧
草
拙
稿
・
盧
千
里
編
『
長
崎
先
民
伝
』（
二
巻
二
冊
、
文

政
二
年
〈
一
八
一
九
〉
刊
）
の
本
文
を
影
印
・
翻
刻
し
、
詳
し
い
語
注

と
校
異
を
付
し
、
解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
以
下

の
通
り
。（
本
編
の
詳
細
は
割
愛
し
た
）

口
絵

は
じ
め
に 

川
平　

敏
文

凡
例

本
編

附
録盧

草
拙
『
啽
囈
録
』（
影
印
）

盧
千
里
『
勉
斎
遺
稿　

盧
氏
筆
乗
』（
影
印
）

解
説盧

氏
の
系
譜 

若
木　

太
一

『
長
崎
先
民
伝
』
の
諸
本
に
つ
い
て 

高
橋　

昌
彦

あ
と
が
き 

川
平　

敏
文

長
崎
先
民
伝
研
究
会
メ
ン
バ
ー
略
歴

索
引『

長
崎
先
民
伝
』
は
、
近
世
前
期
に
長
崎
の
地
に
生
き
た
学
者
・
僧

侶
・
市
井
の
人
々
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
来
遊
し
た
中
央
の
学
者
・
文
人

た
ち
総
勢
一
四
七
名
の
伝
記
を
、
一
三
の
ジ
ャ
ン
ル
（
学
術
・
談
天
・

善
耆
・
忠
孝
・
貞
烈
・
処
士
・
隠
逸
・
任
侠
・
医
術
・
通
訳
・
技
芸
・

緇
林
・
流
寓
）
に
部
類
分
け
し
つ
つ
、
漢
文
体
で
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
長
崎
先
民
伝
』
に
は
、
長
崎
の
地
に
お
い
て
一
級
の
技
芸
を
も
っ
て

身
を
立
て
た
人
々
や
、
長
崎
に
生
ま
れ
後
に
中
央
で
活
躍
し
た
学
者
た

ち
の
、
他
書
に
は
見
ら
れ
な
い
逸
話
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

本
書
に
よ
っ
て
し
か
、
そ
の
存
在
や
伝
記
が
確
か
め
ら
れ
な
い
人
物
も

数
多
く
、
そ
の
意
味
で
、
本
書
は
近
世
前
期
長
崎
学
の
基
礎
的
か
つ
最

重
要
の
資
料
と
言
え
る
。

し
か
し
本
書
の
価
値
は
、
長
崎
学
と
い
う
郷
土
研
究
に
の
み
あ
る
も

の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
長
崎
と
い
う
地
に
関
心
を
寄
せ
、
中
央
か

ら
「
流
寓
」（
来
訪
）
し
た
者
た
ち
の
伝
記
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
点
で
、
長
崎
と
中
央
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
文
化
交
流

な
ど
、
本
書
を
通
し
て
得
ら
れ
る
情
報
は
け
っ
し
て
少
な
く
な
い
の
で

あ
る
。

本
書
は
、
近
世
の
長
崎
と
い
う
場
所
が
、
西
国
の
僻
地
と
い
う
地
理

的
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
か
に
多
く
の
魅
力
的
な
人
材
を
輩
出
し

た
か
、
ま
た
中
央
の
人
々
が
こ
の
地
に
い
か
に
強
い
文
化
的
な
関
心
を

持
っ
て
い
た
か
を
窺
い
知
る
上
で
、
今
後
欠
か
せ
な
い
資
料
と
な
る
は
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ず
で
あ
る
。

ま
た
附
録
と
し
て
、
盧
草
拙
『
啽
囈
録
』
お
よ
び
盧
千
里
『
勉
斎
遺

稿　

盧
氏
筆
乗
』
の
影
印
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
盧
氏

二
代
の
学
問
と
文
事
が
、
広
く
学
界
に
探
究
さ
れ
る
準
備
が
整
っ
た
と

言
え
よ
う
。

（
平
成
二
十
八
年
十
一
月　

勉
誠
出
版　

Ｂ
５
判　

三
〇
〇
頁　

一
〇
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

菱
岡
憲
司　

著

『
小
津
久
足
の
文
事
』

本
書
は
、
小
津
久
足
（
号
桂
窓
、
一
八
〇
四
～
一
八
五
八
）
の
文
事

に
つ
い
て
、
人
物
、
歌
業
、
紀
行
文
の
三
つ
の
部
を
立
て
て
論
じ
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。（
節
は
割
愛
し
た
）

は
じ
め
に

序
章
―
小
津
久
足
の
文
事
―

一
部　

小
津
久
足
の
人
物

一
章　

若
き
日
の
小
津
久
足

二
章　

馬
琴
と
小
津
桂
窓
の
交
流

三
章　

一
匹
狼
の
群
れ

二
部　

歌
業

一
章　

小
津
久
足
の
歌
稿
に
つ
い
て

二
章　

後
鈴
屋
社
中
の
歌
会

三
章　

小
津
久
足
の
歌
人
評

四
章　

小
津
久
足
の
歌
が
た
り

五
章　

翻
刻
『
桂
窓
一
家
言
』

三
部　

紀
行
文
点
描

一
章　

小
津
久
足
の
紀
行
文

二
章　

御
嶽
の
枝
折

三
章　

花
鳥
日
記

四
章　

神
風
の
御
恵

五
章　

陸
奥
日
記

六
章　

難
波
日
記

七
章　

松
陰
日
記

あ
と
が
き

初
出
一
覧

人
物
・
書
名
索
引

小
津
久
足
は
伊
勢
松
坂
の
人
で
、「
湯
浅
屋
」
六
代
目
、
干
鰯
問
屋
を

営
ん
だ
豪
商
で
あ
り
、「
馬
琴
三
友
」
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま

た
、
本
居
春
庭
に
入
門
し
、
後
鈴
屋
社
中
で
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
人
物

で
も
あ
る
。
彼
の
文
事
に
は
、
紀
行
・ 

詠
歌
・
蔵
書
・
小
説
受
容
の
四

つ
の
柱
が
見
出
せ
、
本
書
で
は
こ
れ
ら
の
う
ち
、
と
く
に
研
究
の
蓄
積

の
す
く
な
い
紀
行
・
詠
歌
に
焦
点
を
当
て
る
。
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第
一
部
で
は
、
久
足
の
生
い
立
ち
、
春
庭
入
門
か
ら
春
庭
の
息
子
有

郷
を
後
見
す
る
ま
で
の
事
蹟
を
追
い
か
け
る
。
ま
た
、
久
足
と
馬
琴
の

交
流
に
つ
い
て
も
論
じ
、
そ
の
二
人
の
関
係
は
、
馬
琴
に
よ
る
小
説
読

解
法
の
一
方
的
な
教
授
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
久
足
が
『
侠
客
伝
』
の

誤
り
を
馬
琴
に
気
付
か
せ
る
指
摘
を
行
う
な
ど
、
見
識
を
持
っ
た
人
物

同
士
と
し
て
、
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
伝
え
合
う
相
補
的
な
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。　

第
二
部
で
は
、
後
鈴
屋
社
中
に
つ
い
て
、
歌
会
の
変
遷
、
歌
会
の
様

子
な
ど
を
考
察
し
、
常
連
と
し
て
出
詠
を
続
け
た
久
足
を
例
に
、
春
庭

が
行
っ
た
和
歌
の
指
導
に
つ
い
て
論
じ
る
。
そ
し
て
、
久
足
の
歌
論
書

で
あ
る
『
桂
窓
一
家
言
』
の
特
徴
を
概
観
し
、
久
足
の
詠
歌
作
法
や
、

本
居
宣
長
批
判
と
『
源
氏
物
語
』
批
判
の
内
実
を
検
討
し
、
そ
の
特
異

な
歌
論
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
な
お
、
久
足
の
宣
長
批
判
は
、

以
下
に
述
べ
る
彼
の
〈
古
学
離
れ
〉
以
後
の
紀
行
文
に
も
散
見
さ
れ
る
。

第
三
部
で
は
、
久
足
の
紀
行
文
の
変
遷
に
つ
い
て
論
じ
る
。
春
庭
入

門
当
初
の
久
足
に
と
っ
て
、
紀
行
文
執
筆
は
、
国
学
の
研
鑽
が
目
的
で

あ
っ
た
が
、『
花
鳥
日
記
』
を
境
と
し
て
、
久
足
は
古
学
の
門
人
と
し
て

の
自
主
規
制
を
廃
す
る
。
そ
し
て
、
古
今
和
漢
雅
俗
に
こ
だ
わ
ら
な
い

自
由
闊
達
な
物
言
い
を
そ
の
紀
行
文
中
に
書
き
記
す
よ
う
に
な
り
、
こ

の
変
化
を
、
著
者
は
〈
古
学
離
れ
〉
と
称
す
。
ま
た
、
久
足
紀
行
文
の

中
か
ら
『
御
嶽
の
枝
折
』『
花
鳥
日
記
』『
神
風
の
御
恵
』『
陸
奥
日
記
』

『
難
波
日
記
』『
松
陰
日
記
』
の
六
つ
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
徴
を
紹
介

す
る
。

本
書
に
よ
っ
て
、
久
足
の
紀
行
・
詠
歌
に
つ
い
て
明
確
に
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
ひ
い
て
は
彼
の
文
化
的
営
為
の
全
容
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
も
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。　

（
平
成
二
十
八
年
十
一
月　

ぺ
り
か
ん
社　

Ａ
５
判　

三
〇
八
頁　

五
、四
〇
〇
円
＋
税
）

青
木
博
史　

著

ひ
つ
じ
研
究
叢
書
〈
言
語
編
〉
第
145
巻 

『
日
本
語
歴
史
統
語
論
序
説
』

本
書
は
、
日
本
語
を
対
象
と
し
て
統
語
論
的
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
行
い
、
古
典
語
か
ら
現
代
語
へ
の
歴
史
変
化
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

描
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
歴
史
統
語
論
的
研
究
の
序
説
で
あ
る
。
本
書

の
構
成
は
以
下
の
通
り
。（
節
以
下
は
割
愛
し
た
）

序　

章 

歴
史
統
語
論
の
方
法

第
一
章 

名
詞
の
機
能
語
化

第
二
章 

述
部
に
お
け
る
節
の
構
造
変
化
と
文
法
化

第
三
章 

「
句
の
包
摂
」
と
文
法
化

第
四
章 
文
法
化
と
主
観
化

第
五
章 
項
に
お
け
る
準
体
句
の
歴
史
変
化

第
六
章 

述
部
に
お
け
る
名
詞
節
の
歴
史
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第
七
章 

接
続
助
詞
「
の
に
」
の
成
立

第
八
章 
条
件
節
に
お
け
る
準
体
助
詞
「
の
」

第
九
章 
終
止
形
と
連
体
形
の
合
流

第
十
章 
「
こ
と
」
の
機
能

第
十
一
章　

原
因
主
語
他
動
文
の
歴
史

第
十
二
章　

ミ
語
法
の
構
文
的
性
格

第
十
三
章　

複
合
動
詞
の
歴
史

第
十
四
章　

ク
ル
型
複
合
動
詞
の
史
的
展
開

終　

章 

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

参
考
文
献

使
用
テ
キ
ス
ト

あ
と
が
き

索
引本

書
の
特
色
と
し
て
は
、
ま
ず
「
名
詞
」
に
注
目
し
て
い
る
点
が
挙

げ
ら
れ
る
。
文
中
で
果
た
す
名
詞
の
統
語
的
振
る
舞
い
は
、
言
語
の
し

く
み
を
考
え
る
う
え
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
名
詞
と
い
う

範
疇
か
ら
転
じ
、
文
法
語
と
な
る
変
化
を
文
法
化
の
事
例
と
し
て
紹
介

す
る
だ
け
で
な
く
、
文
法
変
化
が
い
つ
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
起

こ
っ
た
の
か
を
必
要
十
分
な
形
で
説
明
す
る
こ
と
を
重
要
な
課
題
と
捉

え
て
い
る
。

次
に
、「
準
体
句
」
の
歴
史
変
化
に
関
し
て
新
た
な
解
釈
を
示
し
て
お

り
、
こ
れ
は
現
代
語
の
記
述
的
研
究
の
進
展
を
背
景
と
し
た
も
の
で
、

歴
史
変
化
を
記
述
す
る
に
あ
た
っ
て
現
代
語
研
究
の
成
果
を
参
照
し
、

理
論
的
研
究
や
類
型
的
研
究
と
同
じ
土
俵
に
乗
せ
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、「
当
時
の
人
々
の
使
用
意
識
」
に
も
注
意
を
払
い
、
使
用
す
る
人
間

か
ら
か
け
離
れ
た
理
論
的
に
過
ぎ
る
解
釈
は
言
語
変
化
の
説
明
と
し
て

妥
当
で
は
な
い
と
い
う
、
先
学
に
よ
っ
て
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
歴
史

観
を
継
承
し
て
い
る
。
ま
た
、
統
語
論
的
観
点
を
用
い
て
い
る
が
、
統

語
情
報
ば
か
り
で
な
く
意
味
へ
の
注
意
も
向
け
て
お
り
、
実
例
に
即
し

て
意
味
変
化
に
つ
い
て
も
全
体
を
通
じ
て
丁
寧
な
記
述
を
行
っ
て
い
る
。

文
献
に
見
ら
れ
る
言
語
の
「
位
相
」
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
と

い
う
課
題
に
つ
い
て
も
「
原
因
」
が
主
語
と
な
る
他
動
文
や
、「
ミ
語

法
」
の
構
文
を
通
じ
て
提
示
し
て
お
り
、
文
献
学
と
一
体
と
な
っ
た
方

法
論
が
全
体
を
通
じ
て
実
践
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
複
合
動
詞
」
の
問

題
に
つ
い
て
現
代
日
本
語
の
理
論
的
・
記
述
的
研
究
に
加
え
、
朝
鮮
語

な
ど
他
言
語
の
研
究
成
果
の
観
点
も
含
め
て
い
る
。

本
書
全
体
を
通
じ
て
、
歴
史
統
語
論
に
つ
い
て
の
方
法
論
を
述
べ
る

の
で
は
な
く
個
々
の
具
体
的
な
言
語
分
析
を
以
て
歴
史
統
語
論
を
示
し

て
い
る
。

（
平
成
二
十
八
年
十
一
月　

ひ
つ
じ
書
房　

Ａ
５
判　

二
六
八
頁　

七
、二
〇
〇
円
＋
税
）
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青
木
博
史
・
小
柳
智
一
・
高
山
善
行　

編

『
日
本
語
文
法
史
研
究　

３
』

本
書
は
、
日
本
語
文
法
の
歴
史
的
研
究
を
テ
ー
マ
と
す
る
論
文
集
の

第
三
号
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

は
し
が
き

名
詞
の
語
形
変
換
―
接
尾
辞
に
お
け
る
母
音
交
替
― 

小
柳　

智
一

中
古
語
ニ
ヤ
ア
ラ
ム
の
淵
源 

近
藤　

要
司

ケ
ム
型
疑
問
文
の
特
質
―
間
接
疑
問
文
の
史
的
研
究
の
た
め
に
―

 

高
山　

善
行

「
べ
し
」
の
否
定
形
式
の
主
観
的
用
法
―
「
否
定
推
量
」

 
 

の
発
生
と
定
着
― 
藤
井　

俊
博

〈
聞
き
手
領
域
〉
に
関
わ
る
ア
系
列
の
指
示
―
中
世
を
中
心
に
―

 
藤
本
真
理
子

逆
接
確
定
条
件
表
現
形
式
の
推
移
に
つ
い
て
の
一
考
察

 
 

―
中
世
後
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
― 

宮
内
佐
夜
香

上
方
語
に
お
け
る
分
裂
文
の
歴
史
的
変
化 

坂
井　

美
日

ダ
ケ
ノ
句
の
史
的
展
開
―
副
助
詞
句
の
名
詞
性
― 

宮
地　

朝
子

現
代
日
本
語
に
お
け
る
左
方
転
位
構
文
の
タ
イ
プ
と
起
源

 

竹
内　

史
郎

「－

お
く
」
の
歴
史
的
変
遷
―
韓
国
語
「－

tw
uta

」

 
 

と
の
対
照
を
視
野
に
入
れ
て
― 

一
色　

舞
子

【
テ
ー
マ
解
説
】
文
法
化 

ナ
ロ
ッ
ク
・
ハ
イ
コ

【
テ
ー
マ
解
説
】
コ
ー
パ
ス 

小
木
曽
智
信

【
文
法
史
の
名
著
】
関
一
雄
著『
国
語
複
合
動
詞
の
研
究
』 

青
木　

博
史

日
本
語
文
法
史
研
究
文
献
目
録
二
〇
一
四－

二
〇
一
五

索
引
・
執
筆
者
紹
介

本
書
の
構
成
は
、
創
刊
号
、
第
二
号
を
継
承
す
る
形
で
、
研
究
論
文

十
編
に
加
え
、「
テ
ー
マ
解
説
」
二
編
、「
書
評
」
一
編
を
載
せ
、
巻
末

に
直
近
二
年
分
の
文
法
史
関
係
の
「
研
究
文
献
目
録
」
を
付
し
て
い
る
。

各
論
文
の
時
代
、
テ
ー
マ
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
論
文
も
、
本
書
の
掲
げ
る
「
日
本
語
文
法
史
研

究
の
発
展
に
貢
献
す
る
べ
く
、
最
新
の
成
果
を
発
信
す
る
」
と
い
う
使

命
に
基
づ
い
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
。

「
テ
ー
マ
解
説
」
で
は
、
現
在
最
も
旬
な
話
題
で
あ
る
「
文
法
化
」
と

「
コ
ー
パ
ス
」
に
つ
い
て
最
前
線
の
研
究
を
基
に
わ
か
り
や
す
い
解
説
が

な
さ
れ
て
い
る
。

「
文
法
史
の
名
著
」
で
は
、
関
一
雄
著
『
国
語
複
合
動
詞
の
研
究
』
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
日
的
な
目
か
ら
見
て
も
、
き
わ
め
て
重
要

な
成
果
が
数
多
く
示
さ
れ
て
お
り
、
近
年
再
び
注
目
を
集
め
て
い
る
複

合
動
詞
研
究
の
基
礎
と
し
て
取
り
上
げ
る
べ
き
名
著
で
あ
る
。

本
書
は
、
創
刊
号
、
第
二
号
を
質
量
と
も
に
継
承
し
つ
つ
、
日
本
語

文
法
史
に
新
た
な
切
り
口
か
ら
迫
っ
た
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。
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（
平
成
二
十
八
年
十
二
月　

ひ
つ
じ
書
房　

Ａ
５
判　

三
一
〇
頁　

三
、二
〇
〇
円+

税
）

入
口
敦
志　

著

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
〈
書
物
を
ひ
ら
く
〉
２

 

『
漢
字
・
カ
タ
カ
ナ
・
ひ
ら
が
な
―
表
記
の
思
想
』

本
書
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
取
り
組
む
、「
日
本
語
の
歴
史
的
典

籍
の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
」（
歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事
業
）

に
お
け
る
研
究
成
果
を
広
く
発
信
す
る
目
的
で
発
刊
さ
れ
た
、
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
〈
書
物
を
ひ
ら
く
〉
シ
リ
ー
ズ
の
第
二
巻
で
あ
る
。
本
書
の
構

成
は
以
下
の
通
り
。

は
じ
め
に

一　
『
古
今
和
歌
集
』
の
意
義

二　

四
つ
の
『
平
家
物
語
』

三　

医
学
書
の
表
記

四　

山
鹿
素
行
か
ら
本
居
宣
長
へ

お
わ
り
に

あ
と
が
き

日
本
語
は
表
記
の
複
雑
な
言
語
で
あ
る
。
漢
字
・
カ
タ
カ
ナ
・
平
仮

名
の
三
種
類
の
文
字
を
使
っ
て
の
表
記
に
加
え
て
、
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交

じ
り
、
ひ
ら
が
な
漢
字
交
じ
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
を
組
み
合
わ
せ
た
多

彩
な
表
記
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
漢
字
の
み
で
書

か
れ
た
漢
文
を
読
む
こ
と
が
出
来
る
階
層
、
平
仮
名
し
か
読
む
こ
と
が

出
来
な
い
階
層
な
ど
、
教
養
や
身
分
な
ど
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
文

字
を
使
う
か
と
い
う
こ
と
も
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。
入
口
氏
は
、
漢

字
・
カ
タ
カ
ナ
・
平
仮
名
を
ど
の
よ
う
に
用
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、

単
に
文
字
の
選
択
と
い
う
問
題
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
人

間
社
会
の
構
造
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
述
べ
る
。

本
書
に
お
い
て
は
、
書
か
れ
た
文
章
の
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

文
章
が
書
か
れ
る
に
あ
た
っ
て
何
故
こ
の
表
記
が
選
択
さ
れ
た
の
か
と

い
う
点
に
着
目
し
、
四
つ
の
章
を
立
て
て
具
体
的
な
文
献
や
人
物
を
挙

げ
な
が
ら
解
説
が
な
さ
れ
る
。
真
名
本
、
カ
タ
カ
ナ
本
、
平
仮
名
本
、

ロ
ー
マ
字
本
の
四
つ
の
『
平
家
物
語
』
や
、
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い

る
医
学
書
『
延
寿
撮
要
』
か
ら
は
、
そ
れ
ら
を
享
受
し
て
い
た
人
々
の

位
相
や
筆
者
の
執
筆
態
度
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
漢
字
と
平

仮
名
と
の
間
に
あ
っ
た
序
列
の
た
め
に
生
じ
る
漢
文
の
呪
縛
か
ら
平
仮

名
が
解
き
放
た
れ
て
い
く
過
程
の
ド
ラ
マ
が
そ
こ
に
は
描
か
れ
て
い
る
。

加
え
て
本
書
は
、
頭
注
や
古
典
籍
か
ら
の
引
用
文
に
逐
一
丁
寧
に
解

釈
が
付
さ
れ
る
な
ど
、
初
学
者
で
あ
っ
て
も
親
し
み
や
す
く
理
解
し
や

す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

入
口
氏
は
、
韓
国
に
お
け
る
ハ
ン
グ
ル
統
一
の
運
動
や
チ
ュ
ノ
ム
や

漢
字
を
使
用
し
な
い
ベ
ト
ナ
ム
の
現
状
を
例
に
挙
げ
て
、
我
々
も
日
本
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語
の
表
記
に
つ
い
て
も
っ
と
深
く
突
き
詰
め
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
の
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
。
本
書
を
通
じ
て
、
普
段
何
気
な
い

意
識
の
も
と
に
使
っ
て
い
る
、
日
本
語
に
お
け
る
多
彩
な
表
記
の
仕
方

に
つ
い
て
、
幅
広
い
人
が
学
び
、
自
ら
も
考
え
る
き
っ
か
け
と
す
る
こ

と
が
出
来
る
は
ず
で
あ
る
。

（
平
成
二
十
八
年
十
二
月　

平
凡
社　

Ａ
５
判　

九
〇
頁　

一
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

飯
倉
洋
一　

編

『
ア
プ
リ
で
学
ぶ
く
ず
し
字
―
く
ず
し
字
学
習

支
援
ア
プ
リK

uLA

（
ク
ー
ラ
）
の
使
い
方
』

本
書
は
、
く
ず
し
字
学
習
支
援
ア
プ
リK

uLA

の
使
い
方
を
紹
介
す

る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。（
節
は
割
愛

し
た
）

は
じ
め
に
―
く
ず
し
字
は
絶
対
に
読
め
る
よ
う
に
な
る
！

１　

ア
プ
リ
で
何
が
で
き
る
の
か
？

２　

ア
プ
リ
を
使
い
こ
な
そ
う
！

３　

K
uLA

以
外
の
学
習
方
法
は
？

４ 
 

オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会　

刀
剣
ゲ
ー
ム
フ
ァ
ン
がK

uLA

で
く
ず
し

字
を
学
ぶ
！

５　

ア
プ
リ
活
用
法
＆
く
ず
し
字
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

６　
【
付
録
】「
よ
む
」
資
料
『
し
ん
板
な
ぞ
な
ぞ
双
六
』
注
釈

あ
と
が
き
に
か
え
て

執
筆
者
＆
ス
タ
ッ
フ
一
覧

本
書
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
、
く
ず
し
字
を
手
軽
に

学
べ
る
、
く
ず
し
字
学
習
支
援
ア
プ
リ“K

uLA
”

（K
uzushi-ji 

Learning A
pplication

）
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
。K

uLA

の
使

い
方
を
図
説
す
る
と
と
も
に
、K

uLA

以
外
の
学
習
方
法
、
刀
剣
フ
ァ

ン
や
大
学
・
美
術
館
関
係
者
の
ア
プ
リ
活
用
方
法
、
く
ず
し
字
教
育
の

現
状
な
ど
を
紹
介
す
る
。

K
uLA

は
、
平
成
二
十
七
～
二
十
八
年
度
科
研
挑
戦
的
萌
芽
研
究
「
日

本
の
歴
史
的
典
籍
に
関
す
る
国
際
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」（
代

表
・
飯
倉
洋
一
教
授
）
の
成
果
と
し
て
、
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
を
中

心
に
開
発
さ
れ
た
。
日
本
の
古
典
籍
の
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
・

デ
ジ
タ
ル
化
が
速
や
か
に
展
開
し
て
い
る
中
、
古
典
籍
の
原
本
や
画
像

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
と
て
も
便
利
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
原
本
・
画

像
の
中
で
、
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
く
あ
る
。
く
ず
し
字
と

変
体
仮
名
が
解
読
で
き
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
古
典
籍
を
読
め
な
い
の

で
あ
る
。
今
ま
で
の
く
ず
し
字
学
習
は
、
実
際
に
く
ず
し
字
が
読
め
る

人
に
直
接
つ
い
て
学
ぶ
の
が
有
効
と
さ
れ
て
き
た
。
独
学
が
難
し
か
っ

た
と
い
え
る
。
古
典
籍
を
読
む
必
要
の
あ
る
研
究
者
や
、
海
外
で
日
本

古
典
文
学
を
学
ぶ
学
生
な
ど
は
、
く
ず
し
字
を
読
み
た
く
て
も
学
ぶ
方
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法
が
限
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
大
阪
大
学
文
学
部
研
究
科
を
中
心
と
し
た
こ
の
研
究
チ
ー
ム

は
、
一
人
で
学
べ
、
か
つ
仲
間
と
と
も
に
教
え
合
う
こ
と
も
で
き
る
、

く
ず
し
字
学
習
支
援
ア
プ
リ
の
開
発
を
企
画
し
た
。
こ
の
研
究
は
、
文

学
研
究
科
「
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
ク
ラ
ス
タ
ー
」、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
の

国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
計
画
」、
科
研
挑
戦
的
萌
芽
研
究

「
日
本
の
歴
史
的
典
籍
に
関
す
る
国
際
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」
の

３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
連
携
し
て
い
る
。

K
uLA

が
提
供
す
る
テ
ス
ト
機
能
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
機
能
を
使
え
ば
、

一
人
で
は
難
し
い
く
ず
し
字
の
学
習
も
、
楽
し
く
簡
単
な
も
の
に
な
る

は
ず
で
あ
る
。K

uLA

は
三
つ
の
機
能
で
構
成
さ
れ
て
い
る
―
ま
な

ぶ
機
能
、
よ
む
機
能
、
つ
な
げ
る
機
能
で
あ
る
。
ま
た
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ

ク
の
「
み
ん
な
で
翻
刻
」
と
い
うK
uLA

の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
・
ペ
ー
ジ

で
は
、
く
ず
し
字
を
読
む
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
平
成
二
十
九
年
二
月　

笠
間
書
院　

Ａ
５
判　

九
二
頁　

８
０
０
円
＋
税
）


